
カンタン解説！決算書の読み方

岡崎市水道・下水道事業会計

岡崎市上下水道局
１



目次

はじめに ……………………………………

主な決算書類、決算附属書類の種類 ………………………………

２章 決算書から分かるコト

２-２ 事業報告書から何が分かる？－経営状況－……………………

２-５ 貸借対照表から何が分かる？－資産の数、お金の集め方－ ……

２-４ 損益計算書から何が分かる？－減価償却費・長期前受金戻入－…

２-６ 貸借対照表から何が分かる？－経営の安定性・安全性－ ………

用語解説 ……………………………………

１章 決算書類って何がある？

２-１ 決算書から知りたいコトって？ ……………………………

２-７ キャッシュ・フロー計算書から何が分かる？－現金の増減－ …

２-３ 損益計算書から何が分かる？－黒字・赤字－…………………

２

４

５

３

６～８

９

10

11

12

13

14～15



はじめに
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この冊子では水道・下水道事業の決算書のうち、

特に読んでほしいところをやさしく解説するよ！

決算書と照らし合わせて読むと理解が進みそうね。

まず、決算書類ついて簡単に紹介していくね！

岡崎市上下水道局マスコットキャラクター

スイットくん

岡崎市上下水道局マスコットキャラクター

スイートちゃん

決算書とは？

岡崎市の水道・下水道事業では公営企業会計を採用しています。
公営企業会計では民間企業のように複式簿記を使い記帳を行います。それを取りまとめたものが「決算書」です。
決算書は、４月１日から翌年３月31日までの１年間の経営成績と財務状況をいくつかの決算書類で表しています。



１章 決算書類って何がある？

主な決算書類、決算附属書類の種類

名 称 説 明 解説ページ

事業報告書 決算年度における水道事業・下水道事業の経営実績の概要に関する報告書 ６～８ページ
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この冊子では、事業報告書と財務三表について詳しく解説するよ。

損益計算書
会計年度期間中（１年間）の経営成績を明らかにするため、全ての収益と
費用を記載し、収益から費用を差し引いた損益（利益又は損失）を
表示した報告書

９～10ページ

貸借対照表
年度末時点の財政状態を明らかにするため、全ての資産・負債及び資本を
表示した報告書

11～12ページ

キャッシュ・フロー
計算書

会計年度期間中（１年間）の資金の収入・支出に関する情報を
３つの活動区分別に表示した報告書

13ページ

たいしゃくたいしょうひょう

財務三表
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経営状況を知るには、事業報告書と

財務三表と呼ばれる

①損益計算書②貸借対照表

③キャッシュ・フロー計算書

をチェックしてね。

次に、各書類から何が分かるか紹介するね！

２章 決算書から分かるコト

２-１ 決算書から知りたいコトって？

黒字？赤字？

みんなが一番気になるのは、

水道・下水道事業の経営状況がどうなのかだよね！

経営は安定してる？

黒字？赤字？



２章 決算書から分かるコト

２-２ 事業報告書から何が分かる？

事業報告書からは、決算年度の主な事業や

経営状況が分かるよ。

“事業の概況” を見れば、その年の取り組みや

メイン事業、業務や経営状況が分かるよ。
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総括事項 業務状況

建設改良の状況 経営状況

水道・下水道事業の
その年の取り組みが分かる！

有収水量などの業務量を
昨年度と比較して分析！

収益的収支や資本的収支の
状況を昨年度と比較して分析！

その年の
メイン事業が分かる！

水道の事業報告書は、最新の決算書P18～19

下水道の事業報告書は、最新の決算書P78～80を確認してね！



２章 決算書から分かるコト

２-２ 事業報告書から何が分かる？（水道の経営指標）

経営の健全性が分かる！
経常費用が経常収益によってどの程度賄われているか
を示している。数値が100％を超えていれば
毎年の収入で費用を賄える状態。

➀経常収支比率とは？

料金水準の妥当性が分かる！
水道水をお届けするための費用が、水道料金収入で
どれだけ賄われているかを示している。
数値が100％を超えていれば、水道料金収入で
費用を賄えている状態。

②料金回収率とは？

管の老朽化具合が分かる！
数値が高いほど、法定耐用年数を経過した水道管を多く保有
しており、管路の改築等の必要性を推測することができる。

償却対象資産の減価償却の状況が分かる！
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んで
いるかを示している。
数値が100％に近いほど、老朽化が進んでいることを示す。

④管路経年化率とは？

管路の更新ペースが分かる！
当該年度に更新した水道管の割合を示しており、
管路の更新ペースや状況を把握できる。

⑤管路更新率とは？

③有形固定資産減価償却率とは？
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事業報告書の経営指標を見れば、

収益性、健全性、効率性、老朽化の度合いが分かるよ。

このページでは、水道の経営指標の説明をするよ。

かんろ

水道の事業報告書は、最新の決算書P18～35を確認してね！

経常収支比率：経常収益÷経常費用×100

料金回収率：供給単価÷給水原価×100

管路経年化率：法定耐用年数を経過した管路延長
÷管路延長×100

管路更新率：当該年度に更新した管路延長÷管路延長×100

有形固定資産減価償却率：有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち
償却対象資産の帳簿減価×100



２章 決算書から分かるコト

２-２ 事業報告書から何が分かる？（下水道の経営指標）

料金水準の妥当性が分かる！
使用料で回収するべき経費が、どの程度使用料で
賄われているかを示している。
数値が100％を超えていれば、使用料収入で
経費を賄えている状態。

②経費回収率とは？

管の老朽化具合が分かる！
数値が高いほど、法定耐用年数を経過した下水道管を多く保有
しており、管渠の改築等の必要性を推測することができる。

④管渠老朽化率とは？

管渠の更新ペースが分かる！
当該年度に更新した管渠延長の割合を示しており、
管渠の更新ペースや状況を把握できる。

⑤管渠改善率とは？

このページでは、下水道の経営指標を説明するね。

事業報告書では他にも色々な情報を掲載してるよ！
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かんきょ

下水道の事業報告書は、最新の決算書P78～95を確認してね！

経営の健全性が分かる！
経常費用が経常収益によってどの程度賄われているか
を示している。数値が100％を超えていれば
毎年の収入で費用を賄える状態。

➀経常収支比率とは？経常収支比率：経常収益÷経常費用×100

経費回収率：使用料単価÷汚水処理原価×100

管渠老朽化率：法定耐用年数を経過した管渠延長
÷下水道布設延長×100

管渠改善率：改善（更新・改良・維持）管渠延長
÷下水道布設延長×100

③有形固定資産減価償却率とは？

償却対象資産の減価償却の状況が分かる！
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んで
いるかを示している。
数値が100％に近いほど、老朽化が進んでいることを示す。

有形固定資産減価償却率：有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち
償却対象資産の帳簿減価×100



２章 決算書から分かるコト

２-３ 損益計算書から何が分かる？

損益計算書からは黒字か赤字かが分かるよ！

最終的な損益が分かる！

１年間の全ての損益の結果を示している。

黒字の場合は「当年度純利益」、

赤字の場合は「当年度純損失」になる。
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本業による損益が分かる！

本業の損益の結果を示している。

本業の損益がプラスの場合は「営業利益」、

マイナスの場合は「営業損失」になる。

経営活動から生じた損益が分かる！

本業に関する損益に加えて、国や県の補助金、

一般会計からの繰入金による収入等に関する

損益の結果を示している。

損益計算書からは、どのような経営活動に

よって、どれだけの経営成績を上げたのか

が分かるんだね～。

➀営業損益

②経常損益

③当年度純損益

＝営業収益－営業費用

＝営業損益＋営業外利益－営業外費用

＝経常損益＋特別利益－特別損失

水道：最新の決算書P10～11
下水道：最新の決算書P70～71を
確認してね！



２章 決算書から分かるコト

２-４ 損益計算書から何が分かる？

ここでは、損益計算書の中でも理解が難しい

減価償却費と長期前受金戻入について

説明するよ！右の表を見てみてね！
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建設した年に４千万円は支払っているけど、損益計算書では

40年かけて少しずつ費用としているのね。これが減価償却費だね。

水道管などの施設は長い間使えるから作った年に全額を費用にせず、

その施設が使える年数で少しずつ費用にする必要があるんだね。

その年に現金で支払ったものが全て載っているわけではないよ！

長期前受金戻入は、この収益バージョンだよ。

水道・下水道事業は補助金などを建設費に充てているけど、

その補助金は施設が使える年数に合わせて収益にしていくんだよ！



２章 決算書から分かるコト

貸借対照表からは、

資産の中身や財源が分かるよ！
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【資産の部】を見れば、

所有している資産の種類と残高が

分かり、【負債の部】と【資本の部】

を見れば、資産を取得した時の

財源が分かるんだね～。

【資産の部】

資産は、企業が所有する財産。

固定資産と流動資産に分かれる。

【負債の部】

負債は、企業債に代表されるよう

に、今後返済が必要となるお金。

繰延収益は、資産の取得時に

補助金等のもらったお金で

今後見合ったサービスを

提供しないといけないもの。

【資本の部】

資本は、資本金や事業で獲得して

きた利益など、返済が不要なお金。

水道：最新の決算書P15～17
下水道：最新の決算書P75～77を
確認してね！

２-５ 貸借対照表から何が分かる？

Point
資産の合計額＝負債の合計額＋資本の合計額



２章 決算書から分かるコト
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２-６ 貸借対照表から何が分かる？

貸借対照表からは、

経営の安定性や安全性も分かるよ！

それが分かる経営指標について紹介するね。

経営の安全性が分かる！
短期債務に対する支払能力を表す。
200％以上が理想的で、指標が高いほど短期的な債務に
対する支払能力があると言える。

流動比率（％）

自己資本構成比率（％）

経営の安定性が分かる！
総資本に対する自己資本の割合であり、経年比較や
類似団体と比較し、指数が高いほど経営の安全性が
高いと言える。

＝流動資産÷流動負債×100

＝（資本金＋剰余金＋繰延収益）÷負債資本合計×100

下水道事業は使用料収入で行う汚水処理以外に、岡崎市の

税金を使って浸水対策をしているよ。浸水対策のために

借りた企業債のうち、翌年に返済するお金は流動負債に

なるけど、そのお金は返済する時に岡崎市からもらえる

から、流動比率は低くても、安全に経営できるんだよ。

岡崎市は給水人口規模が、比較的大きな市だよ。

給水人口規模が大きな事業ほど、大きい施設を建設する

必要があるなど、多額のお金が必要となるから、

自己資本構成比率は、低くなる傾向があるよ。

下水道事業は、
流動比率が低いけど大丈夫？



２章 決算書から分かるコト

キャッシュ・フロー計算書からは、

現金が増えたか減ったかが分かるよ！
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２-７ キャッシュ・フロー計算書から
何が分かる？

業務活動によるキャッシュ・フロー

本来の営業活動で資金を稼げて

いるかを表している。

事業を続けるためには、本来の

営業活動で得たお金で、施設や管路

の維持管理・更新をしていく必要が

あり、そのためには、必ずプラス

にならなければならない。

投資活動によるキャッシュ・フロー

施設の更新等、設備投資にどれだけ

資金を使ったかを表している。

施設の更新を行えば、必ずマイナス

となるが、その規模が重要である。

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入と返済のどちらを多くしたかを

表している。

水道・下水道事業では、水道料金・

下水道使用料に加え、企業債等のお

金を借りて施設の更新を行っている。

借りた額よりも返す額が多ければ

プラスに、借りた額より返す額が

少なければ、マイナスになる。

資金増加額（又は減少額）を見れば、

その年に現金が増えたか、減ったかが

分かるんだね。計算書の読み方について

詳しくは下表をチェックしてみてね！

水道：最新の決算書P15～17
下水道：最新の決算書P75～77を
確認してね！



用語解説①
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用 語 説 明 関係書類

収益的収支
経営活動に伴って発生する全ての収益と費用を表す。
水道事業でいうと、水道料金や維持管理費などがこれに含まれる。

決算報告書

資本的収支
収益や費用に関係ない、資本や負債に関わるお金の流れ。
例えば、資産となりうる施設の建設や、企業債の元金償還などが
資本的収支に含まれる。

決算報告書

資産減耗費
固定資産や在庫（たな卸資産）の価値が減ったときに、その分を
費用として記録するお金のこと。

損益計算書

過年度損益
修正益（損）

過年度の未計上収益や費用を今年度の特別利益または（特別損失）
として計上するときの勘定科目。

損益計算書

未処分利益
剰余金

前年度からの繰越利益に当年度の純利益を加減した、まだ使い道が
決まっていない利益の合計額。

剰余金計算書

流動資産
１年以内など、比較的短い期間で現金にすることができる資産のこと。
現金や普通預金、未収金、短期貸付金などがある。

貸借対照表

流動負債
企業の本業に関わって生じた支払債務や、１年以内に支払わなければ
ならない債務のこと。

貸借対照表

企業債
地方公営企業が行う建設改良事業等に要する資金に充てるために
起こす地方債のこと。

貸借対照表

しさんげんもうひ

※緑色：水道・下水道共通、水色：水道、黄色：下水道



用語解説②
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用 語 説 明 関係書類

引当金
将来発生する費用や損失に備えるために、あらかじめ準備して
おくもの。貸倒引当金や賞与引当金など、様々な勘定科目がある。

貸借対照表

管路
浄水場で作られたきれいな水を届けるための、地下に埋められた
水道管のこと。

事業報告書

管渠
家庭や工場から汚水や雨水を集めて、下水処理場まで運ぶための
地下に埋められた下水道管のこと。

事業報告書

配水量
浄水場などから各家庭や事業所へ向けて配水管に送り出された
水量のこと。

事業報告書

有収水量 料金徴収の対象となった水量のこと。 事業報告書

汚水処理水量
下水道処理場などの汚水処理施設において、実際に処理される
汚水の総量のこと。

事業報告書

分担金
新たに水道を引く場合など、建設費の一部を負担していただくための
お金のこと。

キャッシュ・
フロー計算書

受益者負担金
新たに下水道を整備した際、その地区に土地を持っている人に
建設費の一部を負担していただくためのお金のこと。

キャッシュ・
フロー計算書

かんきょ

かんろ

※緑色：水道・下水道共通、水色：水道、黄色：下水道


